
日時　2016 年 3月 12日（土）、13日（日）

会場　武蔵野美術大学　鷹の台キャンパス

「
多
文
化
共
生
」
と
向
き
あ
う

言
語
文
化
教
育
研
究
学
会
　
第
　
回
年
次
大
会

2



■  アクセス方法

武蔵野美術大学鷹の台キャンパス
〒187-8505　東京都小平市小川町 1-736

a. 西武国分寺線「鷹の台」駅下車　徒歩 18分
JR中央線から
「国分寺」駅乗換、「東村山」行（2駅目）
西武新宿線から
「東村山」駅乗換、「国分寺」行（2駅目）

b. 西武バス「武蔵野美術大学」停留所　下車すぐ
JR中央線
「国分寺」駅北口徒歩 3分、
「国分寺駅北入口」停留所より（上 b図参照）
「武蔵野美術大学」行　または
「小平営業所」行に乗車（バス所要時間：約 20分）

■  西武バス発車時刻予定表

国分寺駅北入口

９
10
11
12
13
14
15
16
17 
18
19
20

21

8 24　41 　54

09　33　48

04　24 　38  

03　23 　33　48

00　14 　29　49

04　18 　29　43　55 

09　29 　49 

10　29

01　23 　43   

01　28　44 

03　24 　59

19　44

18　40

13　35 

7 25　58 

武蔵野美術大学

10　25 　50 

05　20 　35

00　15 　30　55  

20　35 　50

05　15 　31　45 

00　15 　35  

00　20 　40 

00　20 　33　55 

10　35 　55 

10　32 　54 

10　30 　50 

21　35 　45 

01　15　43　51 

05　43

30　56   

Ⅰ

行
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■  会場案内

①　学内マップ

発
表
会
場

発
表
会
場

懇
親
会
会
場

1
号
館
　
  発
表
会
場

2
号
館
　
  発
表
会
場

12
号
館
　
懇
親
会
会
場
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②　会場マップ

1号館

104　開会式、総会
           シンポジウム①
           フォーラム③
           シンポジウム②
           閉会式

205　ポスター（第 2会場）
204　受付、クローク
           弁当販売、
           談話コーナー、書籍販売
203　大会実行委員控え室

206　口頭発表（第 2会場）
207　口頭発表（第 3会場）

202　ポスター（第 1会場）
            フォーラム①
            フォーラム④
201　口頭発表（第 1会場）
　　   フォーラム②

2 号館
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■  大会参加者へのご案内

◇受付
2号館 2階 204 教室が受付となります。
大会第 1日目は、9時より、第 2日目は、9時半より受付を開始します。
会場内では、受付時にお渡しするネームプレートを必ずお付けください。

◇参加費用
会員：1000 円　一般：2000 円

◇談話室・クローク
2号館 2階 204 教室が談話室・クロークとなります。なお、貴重品は、
預かりかねますので、ご了承ください。

◇総会
第1日目の12時 20分から1号館1階 104教室にて開催いたします。
総会は、昼食を食べながら行いますので、昼食をご持参ください。

◇昼食
大学近隣には、レストラン、コンビニの数が限られています。
お弁当をご持参することを推奨します。
また、事前申込により、弁当販売も行います。申し込み方法は、別途
学会ホームページに掲載します。（http://alce.jp/annual/index.html）

◇懇親会
第 1日目の 18 時 30 分より、12 号館 8階談話室MAUにて開催いたします。

◇書店の展示
2号館 2階 204 教室にて、書店の展示を行います。
どうぞご利用ください。

◇予稿集
当学会では、予稿集の印刷を行っておりません。学会ホームページ
（http://alce.jp/annual/index.html）よりダウンロードの上、ご持参ください。
なお、予稿集は 3月初旬の公開を予定しております。
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■プログラム
1
日
目
：
20
16
年
3
月
12
日
（
土
）

受
付
開
始

開
会
式
（
1－
10
4）

口
頭
発
表

ポ
ス
タ
ー
発
表

第
１
会
場

（
2－
20
1）

第
２
会
場

（
2－
20
6）

第
３
会
場

（
2－
20
7）

（
2－
20
2，
2－
20
5）

＊「
◆
ポ
ス
タ
ー
会
場
」
を
参
照
。

①
教
師
の
発
問
に
対
処
す
る
学
習

者
間
の
私
的
相
互
行
為
―
初
級
日

本
語
の
一
斉
授
業
に
お
け
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
―
（
佐
野
真
弓
：

関
西
学
院
大
学
）

④
短
期
海
外
研
修
に
よ
る
学
生
の

意
識
の
変
化
：
試
行
的
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
分
析
（
鈴
木
栄
：
湘
南
工
科
大
学
）

⑦
行
き
場
の
な
い
欲
望
：
あ
る
日

本
人
（
非
）
英
語
学
習
者
の
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
（
吉

田
孝
子
：
横
浜
商
科
大
学
）

⑩
言
語
文
化
圏
を
移
動
し
た
親
の

当
該
社
会
で
の
位
置
取
り
か
ら
言

語
教
育
観
を
探
る
―
カ
ナ
ダ
永
住

を
選
択
し
た
日
本
語
使
用
家
庭
に

焦
点
を
当
て
て
―
（
秋
山
幸
：
早

稲
田
大
学
）

②
親
密
関
係
構
築
を
巡
る
身
体
感

覚
の
感
染
：
ジ
ュ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ

イ
ユ
の
「
神
」
の
概
念
に
注
目
し

て
（
山
田
英
太
：
早
稲
田
大
学
）

⑤
情
報
を
意
味
づ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
―
活
動
型
教
育

の
成
立
条
件
を
考
え
る
―
（
李
暁

燕
：
九
州
大
学
）

⑧
14
歳
の
頃
出
会
っ
た
日
本
語
と

私
―
10
年
後
の
語
り
か
ら
―
（
工

藤
理
恵
：
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
大

学
連
合
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
）

⑪「
多
文
化
共
生
」
と
真
に
向
き
合

う
た
め
の
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」

の
発
想
（
松
本
裕
典
：
静
岡
日
本

語
教
育
セ
ン
タ
ー
）

③
Li
fe
（
生
・
生
活
・
人
生
）
と

の
出
会
い
が
も
た
ら
す
も
の
―
日

本
語
教
育
実
践
「
日
本
で
の
出
会

い
を
語
る
・
書
く
」
に
お
け
る
試

み
か
ら
―
（
古
賀
和
恵
：
早
稲
田

大
学
）

⑥「
か
ら
だ
か
ら
う
ま
れ
く
る
こ
と

ば
」
を
問
う
―
即
興
劇
の
俳
優
た

ち
と
の
協
働
を
通
し
て
―
（
宮
岡

余
里
子
：
Cr
ea
tiv
e 
Ed
uc
at
io
n

⑨「
多
文
化
共
生
社
会
」
を
生
き
に

く
く
し
て
い
る
も
の
は
何
か
―
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
「
ア
ク
セ
ス
」

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
―
（
平

澤
栄
子
：
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
ク
ー
ル
 オ
ブ
 ビ
ジ
ネ
ス
）

⑫
高
等
学
校
に
お
け
る
韓
国
語
教

育
を
支
え
る
基
盤
に
つ
い
て
―
教

師
の
語
り
か
ら
の
考
察
―
（
澤
邊

裕
子
：
宮
城
学
院
女
子
大
学
）

9：
00

9：
30
－
9：
50

10
：
00
－
10
：
30

10
：
35
－
11
：
05

11
：
10
－
11
：
40

11
：
45
－
12
：
15

10
：
00
－
12
：
00
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総
会
（
1－
10
4）

口
頭
発
表

フ
ォ
ー
ラ
ム
①

第
１
会
場

（
2－
20
1）

第
２
会
場

（
2－
20
6）

（
2－
20
2）

⑬
国
語
科
教
材
と
集
合
的
記
憶
―

『
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
』
は
な
ぜ
“
名

作
”た
り
え
た
の
か
―（
横
田
和
子
：

目
白
大
学
）

⑮
統
合
情
報
理
論
か
ら
の
意
味
論

構
築
の
試
み
―
こ
と
ば
と
言
語
教

育
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
（
柳

瀬
陽
介
：
広
島
大
学
）

⑰
市
民
性
形
成
と
こ
と
ば
の
教
育

に
関
す
る
理
論
的
枠
組
み
（
細
川

英
雄
：
言
語
文
化
教
育
研
究
所
八
ヶ

岳
ア
カ
デ
メ
イ
ア
）

⑭「
複
言
語
・
複
文
化
主
義
」
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
こ
え
た
可
能
性
―
そ
の

解
釈
の
変
遷
―
（
山
川
智
子
：
文

教
大
学
）

⑯
日
本
語
教
師
が
学
生
と
の
語
り

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
―
韓
国
人

留
学
生
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
か

ら
―
（
重
信
三
和
子
：
東
京
国
際

大
学
）

⑱
福
岡
県
の
日
本
語
学
校
に
通
う

ネ
パ
ー
ル
人
学
生
の
ラ
イ
フ
ス

ト
ー
リ
ー
研
究
―
「
貴
重
な
戦
力
」

と
し
て
働
く
ネ
パ
ー
ル
人
学
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
生
活
と
は
―
（
岩
切

朋
彦
：
西
南
学
院
大
学
）

「
多
文
化
共
生
」
に
対
す
る
私
の
と
り
く
み
―
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
，
ア
プ
ロ
ー
チ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
語
る
「
多
文
化
共
生
」
の
未
来

パ
ネ
リ
ス
ト
　
杉
山
春
：
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
，
田
室
寿
見
子
：
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
Si
n 
Ti
tu
lo
代
表
，

   
   
   
   
   
   
藤
田
ラ
ウ
ン
ド
幸
世
：
立
教
大
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会
　
神
吉
宇
一
：
長
崎
外
国
語
大
学

13
：
20
－
15
：
20

共
に
生
き
て
い
る
気
が
し
な
い
「
多

文
化
共
生
」
の
ゆ
く
え
―
多
様
性

を
自
分
ゴ
ト
と
し
て
「
語
る
」・
「
聴

く
」・「
共
有
す
る
」
―
（
佐
藤
貴
仁
：

早
稲
田
大
学
，
え
ん
ど
う
ゆ
う
こ
：

早
稲
田
大
学
，
鄭
京
姫
：
早
稲
田

大
学
，
福
村
真
紀
子
：「
に
ほ
ん
ご

あ
い
あ
い
」
主
宰
，
松
尾
慎
：
東

京
女
子
大
学
，
ロ
マ
ン
・
パ
シ
ュ
カ
：

神
田
外
語
大
学
）

12
：
20
－
13
：
00

13
：
20
－
13
：
50

13
：
55
－
14
：
25

14
：
30
－
15
：
00

15
：
30
－
18
：
00

18
：
30

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①（
1－
10
4）

懇
親
会
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２
日
目
：
20
16
年
3
月
13
日
（
日
）

受
付
開
始

第
１
会
場

（
2－
20
1）

第
２
会
場

（
1－
10
4）

第
３
会
場

（
2－
20
2）

多
文
化
共
生
社
会
の
た
め
の
言
語

教
育
に
お
け
る
芸
術
の
意
義
（
飛

田
勘
文
：
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大

学
，
中
山
由
佳
：
早
稲
田
大
学
，

横
田
和
子
：
目
白
大
学
）

「
多
文
化
共
生
」
と
多
様
性
―
教
育
に
何
が
で
き
る
の
か

パ
ネ
リ
ス
ト
　
宇
都
宮
裕
章
：
静
岡
大
学
，
南
浦
涼
介
：
山
口
大
学
，
山
西
優
二
：
早
稲
田
大
学
，

   
   
   
   
   
   
ヤ
ン
・
ジ
ョ
ン
ヨ
ン
：
群
馬
県
立
女
子
大
学
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会
　
佐
藤
慎
司
：
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

委
員
企
画
：
多
文
化
共
生
社
会
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方

（
藤
井
美
香
・
野
俣
恭
子
：
公
益
財

団
法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
，

井
草
ま
さ
子
・
岸
野
千
花
子
・
武

一
美
：
NP
O 
法
人
多
文
化
共
生
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
）

言
語
教
育
の
「
商
品
化
」
と
「
消
費
」

を
考
え
る
－
20
16
年
7
月
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
へ
向
け
て
－（
瀬
尾
匡

輝
：
茨
城
大
学
，
佐
野
香
織
：
早

稲
田
大
学
，
瀬
尾
悠
希
子
：
大
阪

大
学
大
学
院
，
米
本
和
弘
：
東
京

医
科
歯
科
大
学
）

9：
30
　
 

10
：
00
－
12
：
00

フ
ォ
ー
ラ
ム
②

フ
ォ
ー
ラ
ム
③

フ
ォ
ー
ラ
ム
④

12
：
00
－
13
：
00

13
：
00
－
15
：
30

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②（
1－
10
4）

昼
休
み

15
：
30

閉
会
式
（
1－
10
4）
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◆
ポ
ス
タ
ー
会
場

1
日
目
：
20
16
年
3
月
12
日
（
土
）

ポ
ス
タ
ー
発
表

第
１
会
場

（
2－
20
2）

第
２
会
場

（
2－
20
5）

①
第
二
言
語
使
用
者
の
使
用
言
語
に
よ
る
心
持
ち
の
変
容
と
教
育
現
場
に

お
け
る
そ
の
活
用
の
可
能
性
（
東
本
裕
子
：
横
浜
商
科
大
学
）

⑦
日
本
語
学
習
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
考

え
る
自
分
の
将
来
（
柴
田
智
子
：
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）

②
日
本
語
学
習
の
よ
い
締
め
く
く
り
方
を
考
え
る
－
卒
業
を
間
近
に
控
え

た
日
本
語
専
攻
フ
ラ
ン
ス
人
大
学
生
の
作
文
を
基
に
（
原
伸
太
郎
：
東
京

福
祉
大
学
）

⑧
日
本
語
交
流
会
運
営
の
目
的
と
あ
る
が
ま
ま
の
場
―
交
流
会
運
営
者
が

向
き
合
う
も
の
を
探
る
―
（
式
部
絢
子
：
北
海
道
大
学
）

③
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
「
当
事
者
視
点
の
支
援
」
の
再
考
―
「
在

日
外
国
人
家
庭
に
お
け
る
未
就
学
児
多
言
語
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

ふ
り
か
え
り
よ
り
―
（
徳
永
あ
か
ね
：
神
田
外
語
大
学
，
吉
田
千
春
：
明

治
大
学
大
学
院
，
ゴ
ロ
ウ
ィ
ナ
・
ク
セ
ー
ニ
ヤ
：
東
京
大
学
，
菊
地
真
弓
：

イ
ク
リ
ス
い
ち
か
わ
，
安
藤
陽
子
：
多
文
化
共
生
子
育
て
情
報
局
（
イ
ク

リ
ス
））

⑨
教
員
養
成
大
学
に
お
け
る
国
内
学
生
と
留
学
生
共
修
に
よ
る
言
語
文
化

教
育
の
実
践
（
和
泉
元
千
春
：
奈
良
教
育
大
学
，
岩
坂
泰
子
：
奈
良
教
育

大
学
）

④
あ
る
補
習
校
教
員
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
見
た
実
践
の
構
築
と
変

容
（
瀬
尾
悠
希
子
：
大
阪
大
学
大
学
院
）

⑩「
相
互
理
解
」
を
目
指
し
た
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
成
果
と
課

題
―
質
問
紙
調
査
の
結
果
か
ら
見
る
受
講
者
意
識
の
変
化
か
ら
―
（
犬
飼

康
弘
：
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
）

⑤
多
文
化
共
生
を
目
指
す
地
域
日
本
語
教
室
―
共
感
を
生
み
出
す
場
の
デ

ザ
イ
ン
（
西
山
陽
子
：
横
浜
国
立
大
学
，
長
嶺
倫
子
：
横
浜
国
立
大
学
）

⑪「
共
に
生
き
る
」「
日
本
語
教
育
」
は
誰
の
た
め
の
も
の
か
―
元
日
本
語

教
師
の
海
外
で
の
実
践
か
ら
―
（
高
井
か
お
り
：
明
星
大
学
）

⑥
大
学
教
員
が
留
学
生
へ
の
教
育
実
践
を
語
る
中
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

（
松
本
明
香
：
東
京
立
正
短
期
大
学
，
小
笠
恵
美
子
：
東
海
大
学
）

⑫
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
媒
介
と
し
て
の
「
人
工
物
」
が

活
動
の
組
織
化
に
果
た
す
役
割
―
ロ
シ
ア
・
カ
ザ
ン
日
本
語
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
実
践
活
動
よ
り
―
（
前
田
朝
子
：
東
京
女
子
大
学
大
学
院
）

10
：
00
－
12
：
00


